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問題を軽視せず、迅速かつ組織的に対応する！
～ 集団構造と適応性の観点から「いじめ」をとらえて ～

８月３１日、「第２回研修会 in 周南地域」を開催しました！
研修会前後の雨、雨、雨の日々が嘘のよう..。好天に恵まれた「第２回研修会」は、８月３１日（土）午後、

教職大学院の地域貢献事業として、「周南市徳山駅前賑わい交流施設（ＪＲ徳山駅ビル）」で開催しました。
今回も各地から、現職教員３３人、教職大学院生（学部卒）１２人、講師１人、山口・徳山大学教職員１２人

の計５８人が集いました。周南地域（周南市や光市）からの参加もあり、深い研修会でした。報告します。

① 講義演習 「生徒指導上の諸問題～いじめの特徴と予防のための戦略」
講師 香川大学大学院教育学研究科高度教職専攻 准教授 金 綱 知 征 さん
いじめをはじめ生徒指導上の諸問題について、長年ご研究や学校現場での実践研

究を積み重ねていらっしゃる金綱先生。ロンドン大学以降の研究・実践成果、各地
の「いじめ問題対策協議会」での指導実績等をふまえて、理論と実践両面からの質
の高い講義演習をいただきました。まさに「傾聴深思」で克服すべき喫緊の教育課
題をみんな真剣に学びました。金綱先生には研修行事最後までお付き合いいただきました。
金綱知征先生、本当にありがとうございました。また、ぜひ山口にてご指導をお願いします。

ありがとうございました！（受講者の感想から）
日本では、世界に先駆けていじめの研究がされているにもかかわらず、

いじめが無くなっていない事実、世界的にいじめが問題とされている事
実等、政界情勢も含めた現状も知ることができ大変勉強になった。高校
におけるいじめの集団的構造は、進学校においては日々の授業や宿題な
どに追われ、そして目標等も高いため、「③観衆」「④傍観者」がある程
度「仲裁者」として機能していると感じる。本人にも自己肯定感（自尊
感情）が少なからず学力的な部分において存在するためだと考える。ま
た、保護者の家庭環境も良好な部分があることも影響していると考えた。
底辺校においては、③や④の指導が入りにくいため課題が存在すると考えられ、自尊感情を高めつつ、
如何に良好な雰囲気づくりをしていくかが底辺校の課題と考えた。「いじめる側（加害者）は適応者
であり、メリットがある」という部分は強く賛同した。指導、判断においても、教職員側のズレが指
摘されており、共通理解をしっかりすることが重要であると考えさせられた時間であった。（教員）

金綱先生のご講義では、冒頭の「小学校低学年のいじめ件数が非常に多い」ということがまず衝撃
でした。中学生が圧倒的に多いと思っていたので驚きました。また、何年か前と現在のいじめ把握件
数の違いから、まだまだ確認しきれていないいじめが多いのだろうと感じました。いじめについては、
「問題行動対応マニュアル」で少し確認していた程度だったので、今日のご講義は大変勉強になりま
した。特に「いじめ対策の３本柱」のお話と、「子どもたちが安心できる環境を教師が作ってあげな
ければいけない」というお話でした。「いじめの３本柱」については、「いじめの認知」「情報の共有」
「組織的対応」にしっかり取り組んでいく必要を改めて実感しました。特に「情報の共有」に関して

は、グループ討議の際にも先生方がその重
要性を教えて下さったので自分が現場に出
た時にもしっかり意識していきたいと思い
ました。「子どもたちが安心できる環境づく
り」に関しては、実現していくのは大変難
しいこととも思います。しかし、これがい
じめの減少につながっていくのは明らかだ
とご講義の中で感じたので、そのような環
境づくりについて模索していきます。（院生）



② 各学校での実践発表・交流とピア・サポート 「私の学校のいじめ対策（実践構想とリーダー）」
後半は校種別１０グループで「実践構想シート」を使ってワークを行いました。

みんな「宿題」をきちんとやってきて...さすがです。
校種、学校立地や規模等により全く事情や状況は異なり

ますが、リーダーとして考えるべきは何か...。
和気藹々、笑顔満載ながら真剣な議論が展開されました。

ありがとうございました！（受講者の感想から）
いじめの対策のための組織づくりについて考えることができました。「学級目標を話し合ってつく

る」「学年の先生のお誕生にサンキュー会を生徒企画で実施する」「地域の方と学びたい授業を生徒
が考える」等、生徒が参画する活動を楽しそうに語られる先生方の姿からも、その効果を改めて感
じました。若い方の柔軟な発想にもふれ、現在、学校で行っている活動を「生徒の参画」という視
点で見直してみると、方法によっては「いじめの防止となる温かで確かなつながりづくり」ができ
るのではと気付かされました。
また、霜川先生の振り返りでは、いじめの予防、対応、開発という視点を頂き、日頃、現場にお

いて何となく「教師の勘」というものに頼りながら後手で行ってきたように感じるいじめに関する
取組を今一度整理し、見通しをもった取り組みをしていきたいと感じました。（教員）

印象的であったのはビジョンの共有と記録をとるということ。いじめ対応についても組織がビジョ
ンを共有し、育てたい子ども像と照らし合わせて生徒指導を行っていくべきであると学んだ。
記録をとるということは初めてのことで驚いた。いじめや生徒指導についての記録をとることで、

いつどのような時にいじめ等が起こりやすいかを予測し、未然に予防することが出来るということを
学んだ。また、記録し、パターン化することで類似の問題に反省を生かした対応をとることが出来る
ということも非常に効果的な取り組みであると感じた。（学部卒院生）

周南地域の先生方や会員の皆さんからコメントを頂きました（県内巡回公開講座型開催について）
今回の研修会は、周南地域（周南・下松・光市エリア）で開催させていた

だきました。登録会員（受講者）の「ちょっとした気分転換！」になったのは
事実ですが、なにより、周南地域の先生方の研修や地域の教職員研修の活性
化に貢献できたことが一番の喜びでした。
「ぜひ、うちの市町に来て下さい！」コールもお待ちしております (^^) (^^)

「今回は徳山駅ビル開催ということで、いつもとは違う雰囲気で、ゆった
りとした気分での学びとなった。」

「徳山駅前の施設は、活気があってとてもオープンな会場でアイデア
もたくさん出そうですね。とても良いと思います。」

「自宅から近い場所で、今回のような著名な講師を招聘したレベルの
高い研修会をして貰えると、行きやすいし、ためになるし、若い人
たちから大学の先生方までとの繋がりや交流も生まれるし。
県内全市町を巡回して貰えると嬉しいと心底思った。」


